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こ こ4～5日 続 いてい る、 高気圧 の居 す わ りが もた らす さわ

やか な好天 は北 海道独特 の もので、今朝 もまた 抜 け るよ うな快

晴 で ある。例 の通 り双眼鏡 を首 にぶ ら下 げ、 フ ィール ドノー ト

を持 っただ けの軽装 で、但 しセ ー ターの上 には よれよれの濃緑

の古 グラ ン ドコー トを羽織 り、足音 を立 てな いよ うなゴ ム長靴

をは くフィール ドマ ナーの身仕度 だけは数十 年来続 けて いる身

につ いた もの で もある。

玄関 フー ドを開 けて外 に出 る。 つい先 日までは、 クロ ツグ ミ
・ウグイス ・土 ゾ ムシクイ ・アオジ等 が一斉 に迎 えて くれた も

の だが、 その連 中は子育 て に忙 しくなっ たの かひっ そ りして一

声 も聞 き止 め られな かったが、 そのか わ りキセキ レイの気 ぜ わ

しいひ とくさ りが樽 前川 の渓谷 の中 か ら聞 こ え、 その声 は次 第

に下流 の方 へ消 えて いった。

宅地 造成 が な された まま住宅建 築 がはか ど らな く、 あた り一

面 は荒蕪草原 になってい る。 この草原 に優 占 してい るエ ゾヤマ

ハ ギが開葉 したの で、完 全 に初夏 の新緑 の姿 になった し、路傍

のオーチ ャー ドには早 くも黒褐色 が出穂 し始め た。 その草原 を

こげ茶色 の ものが横切 った。夏毛 のエ ゾユ キ ウサ ギだ。 そ して

も う一一頭 別 の方 角へ も走 っ て行 った。夫婦 だっ たの だ ろ うか。

ヒバ リとオオ ジシギ が しば らく振 りで 中空 をに ぎわ し、 ノ ビ

タキ とビンズイ とホ オジロ が交替 に電線 に止 まって喉 をふ るわ

せ る。 この連 中は子育 てがひ と しきり終 った もので あろ うか。

造成宅地 区域 が終 ると、緑 の トンネ ルに入 る。 ウシコロ シの

白 い小花 の かたま りは花 び らの一 つ二 つ を残 すだ けにな り、替

ってウ ワ ミズザ クラとナ ナ カマ ドが白花の かた ま りをつ け始 め、

チ ョウセ ンゴ ミシが か らまって その薄 ピ ンクの花が木 の幹 を飾

って い る。

ホ オノキの 白っぽい大 きな葉 が空 に向 って開 き始 め、キ ウル

シの葉柄 の赤味 が薄 れて きて雑 木林 は新緑 の薄暗 さに支配 され

て きて、 その中 か らオ オル リ ・コル リ ・キ ビタキの声 が湧 いて

くる。

フ ィール ドノー トには これ らが次 々にチエ ッ クされ、二 つの

樽 前 ガロ ウ橋 を渡 っての一巡 コース が、毎朝 の私 のフ ィール ド

であ る。

この コースは都市住 まいの人 か ら見 る とぜ いた くな もの か も

知 れ ないが、都会地 の中で も自分 の フ ィール ドを持 て るこ とは、

国立科 学博 物館 の矢野氏 「街の 自然観察 」 の著 書 が示 唆 してい

る。
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